


































 要約:昨年度作成した小児慢性特定疾患の登録様式案に基づき、医療意見書を一部の地域

で使用し、全国的に同疾患の実態を把握、分析する方式等を昨年度に引き続き検討した。

全国的に統一した基準で登録管理するためには、診断基準を明確にする必要がある。その

ためには対象疾患に関しての初診日以降は、医療費の助成が可能になることが望まれる。

また、小児慢性特定疾患の対象年齢や対象疾患に関して、より整理していくことが必要で

ある。プライバシー保護等を配慮したコンピューター処理方法に関しては、新規登録時と

継続登録時とは、初めから区別する。これらをもとに、昨年度試作した医療意見書の内容

を再検討した。


